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（会議経過） 

発 言 者 議 題  ・  発言内容  ・  決定事頄 
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 第３回の山武地区の地域審議会を始めさせていただきます。 

 開催にあたりまして、土屋総務部長より開会させていただきます。 

 本日は、年末ということで大変お忙しい中、山武地区の地域審議会にご

出席いただきまして、大変ありがとうございます。師走ということで次第

に慌ただしくなってきたと思っております。天気の方も、今日のように非

常に暖かくて過ごしやすい日があれば、寒い日が時々入ってくるというよ

うな状況の中で、健康の方も気をつけないと風邪などをひきやすい状況に

なろうかというところでございます。委員の皆様にも健康には留意してい

ただきたいと思っているところでございます。 

 さて、本日の主たる議題でございますけれども、地域振興基金運用益の

活用方法についてということでございます。委員の皆様には第１回の合同

会議のときに、簡単ではございますがご説明をさせていただいているとこ

ろでございます。当該基金の運用益は合併により、地域の活力が失われな

いよう、旧町村の区域の地域振興や地域住民の一体感の醸成、連帯感の強

化のためソフト事業を計画的かつ、安定的に実施するための財源として位

置づけられているところでございます。審議を進めるにあたり、先般行わ

れました会長副会長会議で、各地区における基本的な方針を検討していた

だいたところ、各地区足並みをそろえることが新市の発展に必要であると

の共通認識がなされたところでございます。委員の皆様方におきまして

は、地域の振興はもとより市民の一体感の醸成、推進するというような取

り組みがされるということで、効果的な活用についてご審議してください

ますようお願いしたいと思います。 

 それでは平成２０年度第３回山武地区地域審議会を開催させていただき

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 さて、会議を進めるにあたり出欠者の報告をさせていただきます。本日

の会議でございますけれども、山武地区の地域審議会委員15名、欠席の報

告を受けている方が３名、齊藤委員さん、野嶋委員さん、山本委員さんか

らとなっており、現在、12名のご出席をいただいております。地域審議会

の設置に関する協議の第８条の第４頄の規定によりまして、委員の出席が

半数以上となっておりますので、本日の会議は成立するということでござ

いますのでご報告をさせていただきます。また、毎回会議録調製のために

大変お手数をおかけしますけれども、挙手をしてからお名前をいただきま

して、質問とか質疑をおこなっていただけたらと、事務局の勝手ながら申

し訳ないのですけれども、ご協力のほどお願いしたいと思います。 

 それでは、会議次第に沿いまして、会議を進めさせていただきます。会

長挨拶ということで、猪野会長からご挨拶をお願いします。 

 皆さんご苦労様でございます。ただいまお話ございましたように、本当

に師走もなかばを向かえ、なにかと世話しない近頃でございます、こと多
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会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

くの皆様方お忙しい中、会議のためにご参集いただきましてご苦労様でご

ざいます。主旨につきましては、部長のほうからご説明いただきました、

地域振興資金の運用益の有効利用法について、各地域で協議して皆さんと

横の連絡を取り合って進めていくということになると思います。皆様方に

は、事務局よりの通知によりまして、多くの方からご意見が出ておりま

す。それらについて、まずご説明いただいて、その他ご意見ご提案があれ

ばお答えしたいと考えておりますけれども、またその都度柔軟に対応して

まいりたいと思いますが、いずれにしても活発なご意見とかにしたいと思

いますで、以上を申し上げまして、開会に当たりましてのご挨拶とさせて

いただきます。よろしくお願いいたします。 

 ありがとうございました。それでは、早速議事に入らせていただきま

す。地域審議会の設置に関する協議第８条第２頄の規定によりまして、会

長が議長を務めるということになっておりますので、猪野会長よろしくお

願いします。 

 はい。それでは、議事を進行させていただきます。最初に会議録署名委

員の件でございますけれども、皆様方の手元に委員名簿ございますか、項

次、指名してまいりまして、今回、松村様、蕨様、お二方に、項番という

ことになりますけれども、お願いしたいと思います。よろしゅうございま

すか。それでは、松村様、蕨様お二方に署名委員になっていただくことに

いたします。後日、会議録が作成されましたら、お伺いすることになるか

と思います。その節は、よろしくお願いいたします。 

 それでは、会議に入らせていただきます。本日の議題は、まず地域振興

基金運用益の活用方法についてということでございます。いろいろとご意

見を頂戴してあるわけですけれども、そのへん事務局のほうからご説明あ

りますか。 

 採りたててございませんので、直接会長さんの方から、ご提案いただき

ました委員さんの方でのご説明としていただきたいと考えておりますが。 

 はい。それでは、過日、皆様方に書類を送らせていただいております。

その内容に沿って提案頄目ということで、いろいろ提案していただきまし

た。この一覧表の項に従いまして、内容についてご説明を頂戴したいと思

います。そして、まず、それぞれの委員さんからご説明をいただいて、そ

のあとに提出はされなかったけれども、このことについて特にご提案等が

ございます委員さんのご意見もできればいただきたいと思います。皆さま

からのご提案等が終わりましたら、どのように形にしていったらいいか、

迷うとこもあるわけですけれども、硬くならずに相対的にいろいろと意見

交換なり、ご質問なり、あれば委員さんに対する、提案に対するご質問等

も結構だと思いますけれども、そんなことで意見交換をして、もし可能で

あれば最終的に方向を絞っていきたいと思いますが、そのへんは内容の進

み具合によって最終的にはそういう方向になるかということも、また委員

の皆様のご意見をいただきながら絞り込めるかどうか、その辺もその時点
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でのお話になろうかと思いますので、そのように進めさせていただいてよ

ろしいでしょうか。 

         （「異議なし」の声あり） 

 それでは、この一覧の項に従いまして、内容についてひとつ、補足説明

的なものをお願いしたいと思います。では、高橋さんからお願いいたしま

す。 

 副会長の高橋照美でございます。過日、書類が送られてまいりまして、

なんかあるかということで、手元にありますような５頄目にわたって、私

の感じたことを出させていただきました。 

 １番目は、地域の福祉介護、健康に関する事業と具体的になっています

ので、内容はちょっと外れるような内容になる所があるかと思いますけれ

ど、第１番目のですね、これに関しては現在の私、成東病院に２ヶ月ない

し１ヶ月通院をしておりまして、成東病院それから日向の駅それから成東

駅、松尾駅中心に、成東病院を中心に３つの駅、その周辺を回る巡回バス

のようなものが、充実した内容で運行させているかどうか、ちょっと勉強

不足で知らなかったのですが、病院の玄関にたまたまバスが停まっており

まして、そして時刻表があるので見ましたら、一応私が考えていたのと同

じルートの北回り線と南回り線のバスが通っているのが確認されました。

これは一応、実現しているのだと思いました。時刻表見ましたら、これが

また非常に尐ない１時間に１本あるかないかというような状態の時間帯も

ありますし、これではですね、これから高齢化になってきてバスを頼りに

して、病院を利用する方が増えてくるのではないかということで、もっと

充実をしないといけないということを感じたので出させていただきまし

た。 

 それから、次の２番目地域の産業活性に関するというのは、今、進行中

の交流センター、その交流センターで設計がだいぶ変わってきて、今の進

捗状況がまだはっきりしたところまで出ておりませんけれども、この間も

説明会があり出席しましたら、だいぶいろんな意見が出ておりまして、若

干、最初の案よりは尐し縮小されたような設計図が提示されていましたの

で見ましたけれど、いろいろと意見が出まして、これももう尐し検討する

余地あるのではないかという意見が出されたと思うのですが、その中で、

農場に携わる非常に農場の研究されている市民の方から、これから休耕地

が増えているところ、また後継者がいなくなっている状態で、遊んでいる

畑が多いのでそれをなんとか農業再生というか、活性化をするために、や

はり研修施設というものを交流センターの中は無理なので、外にでもなに

かログハウスといったら大げさですけれども、それも、しかも地元にある

産業の山武杉を使った、材料を使ってちょっとした小屋をつくって、そこ

を研究室のようなものにして若い人たち、農業を勉強している学生たちを

含めて、定年になった方で農業をやってみたいというような方を呼んでそ

こで農業の研修をして、しかも宿泊施設をつくると、これは旅館業法でも
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って難しいので休憩室のようなことにして、寝袋でもいいからもって泊ま

ることも寝ることも１泊することも２泊することもできると、自炊をすれ

ばいいかというようなさまざまな意見もありましたけど、ぜひ、これはな

んとか審議委員会で出していただけないかということがありましたので、

出させていただいたわけです。これは非常に私たち大事なことだと思うで

すね、これからの山武市の農業活性化について非常に心配になっておりま

す。ブランド物が山武市には何もない。やはりこれはせっかくのこれだけ

35パーセントの農地を持っている市ですので。もっともっと活性化に力を

入れて農業を活性化していくべきではないかと、そういう方の熱意も感じ

まして。 

 それから３番目の地域フレームなのです、これは、たまたまこの間テレ

ビで八日市場を見ましてですね、皆さん、テレビでご存じの地井武男がそ

この出身だということで来て神輿を担いだり、あれは芸能人だからあれだ

けの人が集まったのだろうと思いますけれど、それにしても４年に１度だ

ったそうですが、今年はそういう開催をあの辺はやっている、で、いろん

なところでかなり大きな祭りがこの間、八街では山車をだして、全部で６

地区がやっておりましたけれども、大変なイベントであると。ところが山

武市には何もないのですね。ところが歴史を調べてみますと蓮沼にも非常

に歴史のある神社がありますね、それから、その他にもいっぱい神社とか

があるものですから、山車というのはあるのですけど、あまりお目にかか

ったことがないのだそうです、地元の方も。神輿はあるということで葵の

御紋の入った神輿もある、それから菊の御紋の入った神輿が蓮沼にはある

というようなことを聞きまして、それは担いではいけないのだ、そんなば

かなことはないだろうとか、いろいろ話しをしたら昔は担いだという話も

蓮沼で聞きましてね、そういうことがありましたので、各地区４地区あり

ますから４地区ひとつずつを蓮沼、松尾、成東、山武とひとつずつ山車を

つくってそれで４年に１回の開催を開くというようなことをもっと若い人

たち、子ども達もみんな喜んで元気の出る市になるのではないかというこ

とで、これ一種のそれも兼ねた提案でございますけれども、考えまして書

きました。 

 それからこれはぜひ、市の行政執行部の方で考えていただきたいことな

のですが、この間、私たまたま、山武ふるさと50キロウォークという歩く

会がありました。そのとき私は、サポーターとして参加し、私の担当がオ

ライはすぬま道の駅だったのですが、そのポイントで待っていましたら、

ちょうどあの日は日曜日だったのですが、その時、駐車場に観光バスが２

台入ってきたのですよ、ところがスペースが無くて停まれないのですよ、

それで結局、元蓮沼村役場の駐車場の方にバスを駐車し、乗客降ろしてそ

れでレストランや食堂行って買い物したりするので、バスは道路隔てて向

こうなので、帰りはお客さんまた道路の向こう側まで歩いて帰ったのです

けど、たった２台の観光バスが停まれないようなスペースではと。近隣の
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会長 

 

伊藤委員 

 

会長 

土地を確保して観光バスを10台停められるようになれば、それで乗用車も

停められる、そうしますと、いわゆるあそこは観光のポイントになると思

うのですよ、その先にいくと子どもの国や展望台のある公園もあります

し、そういう地の利を非常に得たところでしかもあそこはいわゆる空港道

路として芝山埴輪道路で、成田空港のほうからもバスが来て、今現在シャ

トルバスがあそこは通勤バスのような状態で運行しておりますけれども、

非常に観光のポイントとしては最高だと思いますので、あそこの土地を何

とかして確保していただきたいと思いましたので、オライはすぬまに関し

て書かせていただきました。 

 最後、これはですね、大田区の姉妹都市なのですが、現在これ私個人的

に進めております。大田区の方では、ある議員が議会に出せば通ります、

通しますということをそれは山武市さんの方の高橋さんの方をうまく動か

してくれればこちらの方は受け入れできるという事になっているのです。

それで、たまたま私が議員を何人か知っておりますけれども、そしたらぜ

ひそれはいいことだ、ということでちょっと調べましたらね、あそこには

蓮沼商店街というのがありましてね、いまから何年か前に、合併する前、

蓮沼村のときに商工会だと思うのですが、その方々がハッピをつくって、

東京の蓮沼商店街で農産物の販売をやっていたそうなのです。ですから、

交流はもう既にできているのですね、だからいつのまにかそれがもうなく

なって今はやっていないのだということを聞きまして、そういう実績があ

るのならば、ぜひ何とか復活させられればということで容易だということ

で、これは何とか進めていきたいと思うのです。これは小学校単位でそれ

でこれ私市長に直接話ましたら、大田区の人口が６３万人で、ここは６万

人欠けています、目線があわないからちょっと無理だなんて市長言うもの

ですから、目線の問題じゃないでしょうと言ったのですけどね。とにかく

小学校単位でもってひとつの学校と向こうの小学校とが交流するというこ

とは可能ではないのかな、なんて市長おっしゃっていたけど、いやそんな

ことではだめだと私は思っていますので、ぜひ大田区、山武市、市と区が

姉妹都市提携して、こちらの子どもが向こうに行きますと大田区にはいっ

ぱい日本で一番大きな大田青果市場があります。それから羽田空港はB滑

走路がちょうど右側の方にあるものですから、とってもいい飛行機の滑走

が成田の飛行場のなかで見学するのと違って離着陸、特に着陸がすごいの

ですね、煙がパーとでますからね。そういうのが目の前に見えます。 

 まあ、そういうことで、提携をぜひ実現させたいということで私は提案

しました。 

 ありがとうございました。 

 次に伊藤さん 

 はい。伊藤です。最初に、運用益ですね、これは定期的にどういう形で

で、将来的にどういう方向性で進んでいくわけですか。 

 現在、だいたいどの位あるかということですか。 
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 はい、そうですね。 

 よろしいですか。 

 お願いします。 

 いま、地域振興基金の積み立てというのは平成18年10億、19年に10億と

いうことで20億その金利が、1.25から３ぐらいだったと思うのですが、お

おむね2,500万、年間利息だけで、その資金を使ってということでいうこと

で今回お願いしているということですけれども、これ５年一応５年という

スパンのなかでの運用です、ですから18年の分もあと残り３年くらいそう

いうかたちで、計画していけますし、19年の分にあたるのがあと４年その

ぐらいの期間は、保証されておるというような状況でございます。 

 ありがとうございました。ということは、一応これから５年ぐらいは

2,500万の予算がたてられるというふうに解釈してよろしいのですね。 

 はい、結構です。 

 わかりました。私の場合は山武杉の保全に関わる山林環境整備というこ

とで、提案をさせていただきました、高橋副会長のようにグローバルに考

えられなくて、地域性ですね、今、目の前に見えている、山武杉そのもの

本当にここに書いてありますように、昔は山武杉といいますと、建具材と

して全国で有名だった材料が今、三嘆たる形になってしまっていたのが現

実だと思います。これはいまここに書いてありますけれども、山の斜面と

か枝落とし、間伐、植樹こういうことを今からやっておかないと駄目にな

ってしまうので、たまたまそういうことについてですね、バイオマス事業

やいろんなＮＰＯもできているようですので、この資料の中で、そういう

ものに支援をするというものがありましたので、これを提案させていただ

きました。もっと他の地域のことも考えて提案すればよかったのですけ

ど、私の場合、地域の中の山武地域ということで、細かい小さな枞のなか

で考え、これをこの事業にあてたら、次はどういうふうにやると大きい形

で2,500万のお金ですからいろんなことをやってもすぐ飛んでしまうと、ま

とめて事業をさせていただければそれなりの成果がでるのではないかとい

うことで、一枞で山武杉の山林環境整備ということで、提案をさせていた

だいたわけであります。以上であります。 

 ありがとうございました。それでは次に中原様お願いします。 

 いま、伊藤さんのお話でだいたい私が話したいと思ったことをほとんど

というか言っていただいたので、山武杉についてはひとつには私が思った

のは、何かできないかということ、それからもうひとつは、私も住んで尐

したってかなり大きくなった木があるのですが、それからもうひとつは花

粉症っていいますか、スギ花粉になっている人が多いので、尐しそれをな

んとかならないかなというのは、大きくなった杉というのは、家が日陰に

なってしまって、これはちょっと個人的なことになりますが、他を見ても

やっぱり木が大きくなって家が日陰になっているところが多いのと、その

大きくなった木が、それだけで済むならいいのですけど、ときどき台風な
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どが来た後、見ると大きな木が倒れていたりすると危険ということも、考

えられるので、せっかく杉があるのに有効利用してないので、伊藤さんが

おっしゃるようにそれをプラスのほうに何かできないかなというので提案

させていただきました。 

 もう一つは、空き家の利用というのは、私の住んでいる団地は20数軒し

かないのですけど、空き家が４、５軒あり、そのままになっているのです

ここは老人保健施設というのが日向の外にあるだけで、あと、病院もそん

なに近くないし、なるべくなら元気でずっといたいという、でも１人にな

ったら１人でできないこともあると、テレビなんか見るとよくグループホ

ームなんかで上手にやっているところがあるから、そういう空き家を利用

するとかそれからハンディキャップがある人達の作業所なんかをつくるの

に借りたりしたらいいのではないかなと、ちょっと女の人の目線で細かい

ことなのですけど、そのまま、放っておいたら家なんて腐ってしまうので

は、特に雤坪というところは湿度の高いとこなのでそういうふうに利用で

きたらいいのではないかなと思って提案しました。以上です。 

 はい、ありがとうございました。 

 それではひきつづきまして、藤田さんお願いします。 

 結構、地域の特性が目に見えている意見があるなと思って、私もその中

の一つに山武杉とか森林関係の意見書、提案書を書かせていただきまし

た。この頄目ということで山武市全体における、バイオマス推進事業、支

援、これにぜひ有効活用していただきたいと考えています。内容ですけれ

ども、京都議定書の前から温暖化ということで、温暖化防止を率先して、

わが山武市からおこなっていきたいと、それとあわせて地域ブランドの復

活を目指すということで、この主旨は、森林の荒廃を阻止して、地域ブラ

ンドを復活して、活性を図ることになります。どんなことに具体的にこの

運用益を活用していったらいいかなということですけれども、CO2の削減

地域の活性化森林整備の要する費用それから、森林ボランティアの助成、

山武市全体の森林再生支援、林業者、山林所有者など数えるほどですけれ

ども、そういった方の助成制度ということでございます。ここには書いて

ないのですけど、経済環境部農林水産課のバイオマス推進室ですね、現在

の山武杉ですか、山武市の森林の状況どうなっているのかということでち

ょっと調べてみました。それで、バイオマス構想というのは旧山武町が千

葉県で最初に平成１７年度に計画し、合併後、それが山武市の方へ引き継

がれているという状況になっております。現在森林の面積ですけれども、

山武市の森林面積は約4,200ヘクタールで、実に市の面積の約29パーセン

トが森林、ほとんど山武杉ということです。その中でも、旧山武町の方

は、2,453ヘクタールということで、他の松尾、成東、蓮沼地区よりも、一

番森林面積が多くて、実際に森林整備に関する補助、県、それから国ある

いは森林組合の方から、再生事業とかあるいは機能強化対策事業というこ

とで、溝腐れ病とかあるいは下刈りとか間伐とか、補助がでているのです
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けれども、それにしても現在追いついてはいないという状況だそうです。

山武市で、京都議定書のCO2削減の話で、今は、年間約10ヘクタールほど

森林の方、再生、間伐あるいは全伐するそうですけど、これ10ヘクタール

じゃなくて本当は80ヘクタールですね、これが理想でこの勢いでやってい

かなければとても森林再生は見込めないということです。森林再生の問題

点ということでやっぱり一部とかちょっとしたところだけをやるのではな

くて、全体的にやはり、山武地区だけでなく全規模でやっていかないとま

ずいということです。レジュメに戻っていただいてその対応策を私なりに

考えたところでは、この支援とか助成ですね、運用益の活用の話ですけ

ど、いろいろ専門家とか林業者、あるいは一般市民から、市民体験型の会

議、いうなれば山武市市民再生会議のようなものをつくって、今、これか

ら山武市を担っていくであろう若年層の意見も積極的にとりいれながら、

運用益からでる助成、支援金の使い方の詳細や今後の山武市のバイオマス

事業のあり方、あるいはこの構想をスムーズに進められるようにする必要

があると思います。地域ブランド復活ということで地域活性化の起爆剤に

もなってもらいたいと思います。私はこだわるわけではないのですけど、

私が言うのも変ですけれども、こういう荒廃した山武杉を、やはり孫子の

代まで残していいものかというものかというところが非常に気にかかっ

て、こういう意見を提案させていただきました。以上です。 

 はい。ありがとうございました。 

 次に山本様お願いします。 

 この町に、移ってきてまだ３年、非常に若いのですけれども、ただ私は

横浜から来たのですが、横浜で貿易会社やっていましてね、それで主な取

り扱いとして、アメリカ杉を使ったログハウスそれから、公園施設そうい

うものを扱っていたのです。年商５億ぐらいあったのですが、ただ私大病

をしまして、後継者がなかったものですから、途中で会社を解散して療養

生活に入りました。それで、元気であった頃から、いつかはこのようなと

ころで住みたいと思って移ってきたのです。ここに移ってくるにはです

ね、ここが山武杉の産地だということで、あるいは、前の経験がお役に立

つかなというような気持ちもあってきたのですが、この町に移ってきてが

っかりしたのは、私は木工細工みたいのがあるのではないかと、そういう

いろんなものを活用して、利用しよう、展開しようというような動きがあ

るのではないかと思って来たのですが、そういうものがまったく感じられ

ないとこれはもったいない話だと、それでバイオマス利用の話がきました

けれども、私個人的には○○という会社があるのですが、そこが木粉、木

の粉末を樹脂で固めたような合成木材をつくりましてね、その商品開発を

やってくれと頼まれていったことがあって、いくつかの商品を出したこと

があるのですが、そういうなんていうかいろんな新しい商品にチャレンジ

するような雰囲気が町にあればいいなと、ところがそれがどうもないと、

このへんもうちょっと考えていったほうがいいのではないかと気がしたの
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ですが、ですから本当はそれをやりたいのですが、その前に、私が、近く

の団地の自治会長を頼まれてもう２年やっているのですが、その以前の問

題としてさっき高橋さんが言われたバス路線のことですね、これをなんと

かしなくてはこの町は駄目になってしまうのではないかと、特に具体的に

お話しますとこの１年間で私の団地で３人の人が出ていきました。１人が

脳梗塞で倒れて独身の70歳の男性ですが、片方の手が自由に使えなくなっ

て車を運転できないと、この辺で生活できないということで、市川の方に

子どもたちがいたものですから、そっちへ移っていきました。それからも

う１人の人は、この人は若かったのですが、離婚されて住宅には奥さんが

残ったのですが、旦那さんがいなくなって、奥さんは運転できないからこ

れはもう駄目だからって出ていきました。それからもう１人の方も旦那が

亡くなって奥さんが１人残ったのですが、やはり運転できないから出てい

きました。この町村合併で良いことばかりではないと、特にこの山武地区

はバス路線がなくなったというのは、非常に心理的に大きな影響がでてい

ると。それで、私の住むところは108世帯ですか、東京とか横浜とか千葉

とか都会から移ってきた人が多いのですが、そういう人たちはこれまでの

交通が便利だったものですから、奥さんとか運転できない人が多いのです

ね、ですから旦那がいなくなるとどうしようもないと、そういう人は旦那

がいなくなるような事態になったらこの町を出ていくと皆さん考えている

のです。それは私、自治会長になって皆さんと話されたら分かるのです

が、年寄りだけではない、いま働き盛りの人もできない、いずれそういう

状態になると、だからできればこの町から出ていきたいと、そういう気持

ちを持っている人が非常に多いのです、これはちょっとまずいなと、それ

を改めるには、さっき高橋さんがお話された一番目にお話された、バス路

線をもっと考えなくてはいけないと、いま私が１番必要なバスルートだと

思っていますのは、さっきもお話でましたけれども、この町役場から元気

館を通って日向駅を通ってそれから成東駅通って成東病院、そして成東の

市役所に行く、それでこのバスがさらに、成東、蓮沼というふうに進んで

いけばこの市を縦断するバスになるわけです。こういうバスを、ＪＲに匹

敵するようなもう１本動脈をつくるとそのくらいのつもりで、バス路線を

つくればこの町の一体感は市の一体感は生まれてくる。これから非常に生

活が便利になる、しかもそのバスは１日２本なんてバスではなくて、尐な

くても10本ぐらい通す。山武市の動脈にするつもりで１日10本ぐらい通す

バス路線をつくると、もしそういうことがありますと、みんな気持ちが変

わってしまうのです、尐なくても私の住んでいる団地の人たちの気持ちは

すっかり変わります。というのは日向駅に行ったら簡単に出られる、これ

から成東病院に簡単に出られる、他の町村との一体感も生まれる、だいぶ

雰囲気が変わります。ですから、なによりも先にバス路線をつくってもら

いたい。運賃も今の100円でなく200円取ってもかまわない。ここには山武

地区だけとりあえず書いたのですが、その先、成東の市役所から、その先
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については、それぞれの地区で考えてもらえばよいのですが、先ほど言い

ましたように、日向駅それから特に成東病院、ここへ連結するバス路線を

ぜひつくってもらいたいと。これでだいぶ気持ちおさまりますから住民感

情は。今、みんなが感じている町村合併というのは、生活にマイナス効果

しか表れていない。生活感覚というのはむしろ合併はマイナスだと、だけ

どこういうバス路線ができればプラスに転換しますから、私は町の発展の

ためになると思っていますのでぜひ考えてもらいたい。私はそれ一点に絞

って提案させていただきます。 

 はい、ありがとうございます。 

 それでは、次に鈴木さん。 

 鈴木でございます。今回この話をいただいて、資料の中でいろいろな市

町村の例があったので、そのなかで私として提案したのは、地区会議の設

置ということで、私が今、思っているのは、なんていうのか昔なんか、部

落という単位が山武町にあったと思うのですが、なかなかそのなかでも部

落のことその各地域について、話し合う場所が非常に尐なくなっているの

ではないかと、あと、先ほどお祭りとかいろいろな、今までやっていたイ

ベントがなくなったりしているような気がしてならなかったので、そのな

かで秋田県横手市さんのところに書いてあった、「住民が主体的な地域づ

くりや自治活動を実施するため、小学校地域単位で地区会議を設置」とい

うのが非常にいま私の思うなかでは理想的な話し合う場としてはいいのか

なと思って提案させていただきました。小学校の集まりならばもともとの

部落住民、私は住む北、山武北地域なんか非常に何世帯もないという集ま

りになってしまいますので、小学校に通学する部落なり地域の集まりなら

ば、それなりの世帯数が集まりますので、そのなかで、意見をまとめて市

や行政のほうに、その地域での問題点やこうしてほしいという要望をここ

で発案させていただいて、できれば行政地区担当職員制度という名前がこ

こには付いていたのですが、そういう人が各地区会議の担当の行政役員と

いうか行政のパイプ役として、地区会議の中に入っていただいて、それを

行政のほうに伝えていただけるというような仕組みができたらいいのでは

ないかなと思いまして、提案をさせていただきました。この運用益をどう

やって使うのだといわれれば、まだ具体的に考えていませんが、その中で

こういうものに何かお金がかかるので使いたいというものが、地区会議の

中で、でればそこにお金をだしてあげても良いのではないかなと思いま

す。以上でございます。 

 はい、ありがとうございました。 

 それでは最後になります、慶増さんお願いします。 

 慶増倭枝です。私がこのようにしました理由は合併によって、私ども縁

がありまして、先祖から引き継いで土地を所有しておりますが、非常に合

併することによって、支出が絡み、思わぬ支出でございましたので、この

ように表記させていただきました。それから、先程もお話にありましたよ
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うに、高橋様だとか山本さんのバス路線の意見、山武に居たくないよ、は

っきり言って、私自体がそういうような状況です。ですからなんとか活性

化しなければいけない、そして私どもも山林の手当てもしておりますが、

５年に一遍はこういう手当て、10年に一遍はこういう手当て、しかし莫大

な費用がかかるのです。杉の木が腐れば、CO2、ガスを発生しているので

す。しかし、こんなこと言ったらおかしいのですけど、私どもだとか、猪

野会長さんのお宅だとかはどうにか手当てもできますが、大勢の山林の持

ち主さんは、したくてもできないのが現状なのです。ですから、費用もな

るべく掛からずにできるというのは、人海戦術しかないと思うのです。言

葉でいうよりなにするよりも、小さな子どもから健康なお年寄りまで、ま

たいろんな作業がありますので、木を見ていただく、それからまた杉の葉

を片していただく、いろんな作業がありますから、全市民がこぞってこの

いわゆる杉の木に、言葉で言うのもおかしいや、集って、もう参加すると

いうのでなく集って、そして活性化を見ない限りは、私は山武の再生はな

いと思います。はっきり申し上げまして、私も逃げ出したいこれが心境で

す。以上です。 

 はい、ありがとうございました。 

 以上７名の方からそれぞれのお立場でご提案ございました。多尐、関連

付けられる頄目もございますし、わけて考えることもあろうかと思います

けれども、その前に他にこの７名の方以外で、他にありますか。 

 もう尐し良いですか。 

 はい。 

 それからですね、バス路線ね、ぜひこれ検討する方向で。 

 よろしいですか、すでに提案されていますので、またあとで整理させて

いただきますので。 

 わかりました。 

 他に、これと違う角度でのご提案ございましたら、お話いただきたいと

思いますが、いかがでしょうか。 

 いいですか。 

 はい、どうぞ。 

 宇井でございます。先ほど鈴木さんが提案した地域小学校単位、学区で

ということですけど、私もすごくそれがいいなと、それから先だっておこ

なった産業祭、それからライトフェスタそれから市民運動会、松尾でやっ

た市民大会ですか、あのようにうまく学区でひとつの大会を開いてその中

から優秀な人を選手としてだして、山武市全体の運動会にもっていった

ら、すごく盛り上がるのではないかな。今のままだと学区だといっている

と、本当に知っている人だけになってしまう。選手を探すのに大変なので

すね、だからその小さな学区でまず運動会を開いて、その中で優秀な人だ

けを選手としてその地から送り出すと、そういうようにしていくと2,500万

あると、産業祭、ライトフェスタ、そういうものをみんなでやると早く山



 

- 12 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

松村委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

蕨委員 

会長 

蕨委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

武市が一体になるのではないかなと。今みたいに、まわり番でやっている

と、いつまでたっても、俺は旧山武町だ、俺は松尾だ、蓮沼だということ

がなかなか離れられないのではないのかなと、なぜかというと、私が中学

校卒業して陸岡村と日向村が合併したときに日向の者だ、睦岡の者だとい

うことが長く続いた。それがこの山武中ができて、この子どもたちからは

一つになって、ああよかったなと、早くよくなるには、先ほど鈴木さんが

言った学区で、ひらいたものを中央にもっていくとそういうふうに使うと

毎年同じ金額がそっくりそれに継続して使えるのではないかなと以上でご

ざいます。 

 はい、他にございましたら、はい、松村さん。 

 松村でございますが、今、お話とも関連があるのではないかと思うので

すけれども、小学校地区単位、先程、地区会議を開いたらどうかというよ

うなことで、鈴木さんからお話がありましたけれども、今、子どもたち

が、いわゆる放課後であるとか土曜日、日曜日どのように過ごすかという

ことで、いま世の中ご時世が非常に不安な中で、子どもをゆっくりと遊ば

せてあげられない、外でのびのび過ごさせてあげられないような状況の中

で、ぜひ今、子どもの居場所なんてことをいわれていますけれども、その

地区会議というものでいろいろ計画を立てていただいたりすると地区の交

流、その他にも有用なことになるのではないかなというふうに思います。

どうしても、学校を離れてしまうと、家の中に閉じこもってなかなか外で

友達と遊ぶということができないような状況、それから学校は開放しては

くれるのですけれども、お孫さんとおじいさんがグランドで遊んでいたと

いう姿も今はだいぶもう尐なくなってきている現状の中で、その辺は、市

のほうでもいろいろとやってくださっておりますし、さらにそういう点を

お願いしたいなと思いました。 

 はい、ほかにございますか。 

 よろしいですか。 

 はい。蕨さん 

 蕨です。冒頭ですね、市民の一体感ということで、その話が進んでいる

ようでございますけれども、まず、我々はいろんなところに、いろんな場

所へ出させていただくようになり、だから合併して非常によかったと、友

達がいっぱいできました、今までぜんぜん知らない人ね、友達になってく

れてかなり私にはメリットがあるのですが、ただ、一般的にみて市民の

方々が、合併したってなんのメリットもないではないかというような言い

方、これは10人いるうちにかなりの人数がいると思うのですね、何もメリ

ットもないというようなそういう話を聞くのです。だけども我々、まあこ

ういう会議というのは、どんどん先へ進んでいってしまうわけですよね、

そう人たちの意見を、もう尐し大事に汲みあげていって、それで一緒にも

っていかないとまずいのではないのかなというような感がありまして、提

案させていただきます。 
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はい、ご意見いただきました。それではちょっとここで休憩を入れたい

と思うのですけれども、そのあとにそれぞれの方からご発言、ご提案ござ

いましたので、それらについてご質問なりまたあるいはこういうことも加

えてあったらいいのではないかとか、そういう意見交換会をちょっとしば

らくの間、時間的にとらせていただいて、あと、それぞれのお立場でご提

案ご意見いただいて、みんな本当にごもっともな切実な問題と感じており

ます。ですからどのように集約していくか、方向性についてもご意見いた

だきたいと思います。それでは、５～６分ほど休憩します。この時計で10

分までとします。 

（休  憩） 

 ただいま提案書をだされた方に加えて何名かの方から、さらにそれに関

連する意見をいただいたわけですが、それらについてある程度、集約して

いけたらと思っているわけですけれども、私が個人的に、それで今思った

ことは、やはり一つはなんというか、地域の一体感、地域というのは要す

るに広い意味での地域の一体感とか、あるいは利便性を考えて、交通体系

の問題の話が大きな意味で一括りになるかなと。それからあと山武杉、あ

るいはバイオマスその辺が関連して、交流センターも多尐関連するかもし

れないのですけれども、現在の環境問題も含めて山武杉をなんとか再生で

きないだろうかというような主旨の括りが一つできるのかなと。それと、

もう一つ先ほど、学校単位とか地域活性化あるいは地域でのイベントの開

催に関して、それぞれの地域、その単位は別としてそれぞれの地域、市全

体とか旧山武町ということではなくて、学校区域単位等が一つの手法かも

しれませんけれども、そういうことでの、イベント的なものがあれば、効

果的なものができないだろうかというようなもの、それに含まれないもの

も出てくるかもしれませんが、概ね一つに括られるかなと、私のいま整理

できた限りで考えたわけですけれども、いずれにしても、それらについ

て、ご提案いただいたことについてでもいいですけれども、ちょっと意見

交換を尐ししたいと思うのです。長い時間経ってもいけませんけれども、

あまり硬くならずに一ついきましょう。あまり相手を非難すると困ります

が、ちょっとこういうことではないかということは結構だと思いますの

で、さらに付け加えるとこうではないかということも出していただける

と、なお結構だと思いますけれども、 

 はい。 

 はい、どうぞ。 

 蕨です。先程来から皆さんからバイオマスというそういったお話がでて

います。いま、山武市のほうは10月に、バイオマスタウン、それからバイ

オマスエネルギー構想タウンということで策定委員会をもう２回会議をや

って３回目が17日、それから１月、２月まで５回にわたって、今、要する

に計画をどういうふうにするかという、検討している最中でございます、

おそらく12月、来月中に3,000人を対象に、アンケート通知がまいりま
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す。こういうふうにある程度、概訳ができています。それがいま約3,000人

を対象にアンケートを行うことになっております。これは10月中頃でした

か、策定委員会というのができましてですね、この委員長には千葉大の中

込教授が委員長ということで、あとは山武市のほうから４名、農林関係、

漁業関係それから畜産、養豚これ代表が１名、私たまたま農業で代表にな

ったので出させてもらっています。あとはみんな外部です。もちろん県も

はいっています。それから東京電力もはいっていますし、それから千葉県

の市場、木材市場、市場ですよね、そこの代表も入っています。そういっ

た方々でつくられている。東京にある森のエネルギー研究所というとこが

ございます。その職員が３人来ていろんな会議の様子だとかそれを全部ま

とめてつくりあげていますので、おそらく３月には議会のほうに提出され

て、４月からある程度執行されるのかなというような、私は考えをもって

いますので、いまもう尐しまってもらえると具体的な計画がでてくる。 

 そうですか。蕨さん具体的に当然そこでいろいろ検討なさっていて、行

政の方からもなんか必要なら予算が付いてくるということがあるのかもし

れないけれども、仮にこういう取り組みの中で運用益の利用法というか使

い道なんていうのは、ちょっと今、思いつくようなことありますか。 

 前は、基本はやはり山武町のバイオマス構想がありましたよね。それが

ある程度基本にはなってきているといえるのですけれども、エネルギーと

いうことになると、それだけではなくて、要するに山武市のこれからのエ

ネルギーはどういうふうにするのだと、電気だとかね、そういったものを

今の燃料形態に頼るのではなくてね、風力発電だとか、そういう話もでて

きているのですけれども、風力発電は山武市の場所にはつけられないそう

です。銚子のほうに行くといっぱいありますよね、飯岡とか、これは常時

風速６メートル以上ないと駄目だってことで見送りというようなことで、

ちょっと私ども２回、会議でているのですけれども、前ここから出た話で

すね、要するに溝腐れを炭にしてどういうふうに活用するのかということ

だけではないのですね、話が。 

 エネルギー開発の話になってしますとバイオマスから離れてしまってい

るように感じますが。 

 どちらかというと、今、そっちの方に話が進んでいて、皆さん先生方だ

から、凄く難しい言葉でなんかガンガンやっていて、ちょっと私はついて

いけないような所があるのですけれども、今、そういうことで、バイオマ

スについては当然農林水産の方で室ができています。３人の職員がそこに

配属されて進めています。 

 あの、ちょっと話が離れてしまったのですけれども、あまりあれこれと

なってしまうといけませんので、森林とかそれに関してちょっとご意見他

にございましたら、それに絞ってご意見できればといま思いますけれど

も。 

 一応先ほど私もちょっとお話をしたけれども、結局それをやって次にバ
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イオマスに進むということなのね、その手前の作業ですね、今、管理した

り下刈りしたり、これがなかなか林業やっている方々は、採算に合わない

ということで手を付けられない、そのままに放置されているということで

あるので、そちらのほうに支援してあげるというそういう方策でお金を使

えばいい、で、できたものは何に利用するかというのは、また次の段階

で、第１段階は山の整備ですね、これに資金投下していただければいいの

かなというような気がしますけども。 

 整理するにあたって、それを有効利用でバイオマスということで、た

だ、具体的にどういう手法でどういうことでやったらいいかなかなかいま

までもずいぶんやってきているのだけれども、道が見出せない。 

 見た目ね、枯れている木が立ったままになっているし、下はボウボウに

なっているし、枝打ちはされてないし、というのが現状ですよね。それを

とりあえず整理するということが一番始めの仕事です。それで、間伐で出

てきた材料を、何に利用するかというその次の段階だと思うのですよ、だ

から１回目に山をきれいにしましょう。 

 そのためになんとかその資金を運用していきたいということ。 

 それは、だから毎回ボランティアの方々の、ある程度プロでないとでき

ないこともあると思うのですけれども、団体化して、それに援助してあげ

るという、そりあえず先ほど、山武杉のブランド化してという話もでまし

たけれども、昔の素晴らしい景観がこれから必ず必要になって来る時期が

来ると思うのでそのときに、環境もいろんなかたちでプラスになると思い

ますので、そこらへんに運用益を投下していただければというような考え

方。 

 森林の再生化みたいなものですよね。 

 そうです。 

 いいですか。 

 はい。 

 宇井です。それと同じですけど、個人の山をそのようにきれいにすると

いうのは、いろいろ大変なのではないかなと思うのですね、ボランティア

できれいにして、木を伐採するというよりも、やるのであれば出光村、あ

そこに遊歩道をつくって、それで人を呼んで、山武の元気館あり、公園あ

り、そこから遊歩道を通って、そして最後は蓮沼のオライはすぬま行って

土産物買ってというと全体的にそのお金を利用したらいいかなとそれで、 

出光村の山がきれいになって遊歩道ができたら、個人の山もそれから手を

付けていったらいいかなと、一つ考えてみました。以上です。 

 はい。私かねがね言うのですが、いろんな施設を所有していることそれ

は大変、維持管理費が掛かるのですね、いままでのようにそういう意識で

はなくてね、株式会社山武市、ですからたとえば出光なら出光を手がける

時にゾーンを決めて、この部分はいわゆる杉並びに公共的なものに使う、

この部分については誘致等いろいろ利用方がありますからね、これは収益
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会長 

 

をあげるところ、そのようにゾーンを決めてある程度の構想を練ってから

いろいろな作業をするそのほうが私はよろしいような気がするので、ぜひ

そうしてもらいたい。そして出光は、収益のあがる土地にしてみたいと思

います。 

山武杉林がこのままではしょうがないという思いはかなりの方が共通認

識を持っておられると思うのですけれども、これをどのようにしたらよい

のかどのような対応を行ったらよいのかというその手法が見つからないと

いうところではありますが。 

 きれいにすれば良いのですよ。山を。 

 慶増です。というのはね、山林の持ち主さんは森林組合屋さんやなにか

行けば、情報がある程度わかるでしょ。それであとは、専門の職人とボラ

ンティアさんとみんなでおいしい酸素を頂くばかりではなくて、やっぱり

お世話になっているのですから、みんながいろんなことで参画する、市民

も全体が参画するぞというような意識ができなきゃ、だって極端な話、本

当の話しちゃうよ、私朝からだが動かなくたって、杉の葉っぱとけやきの

葉っぱの山、誰も掃いてくれる人いないの。もう本当毎日、私泣き泣き

ね、本当に我が家見に来てもらいたい。本当にお父さんぜんぜん動けない

でしょ、私も大手術しましたのでそれが現状ですよ。 

 あまりそのことばかり言ったら、あれですけれども、私も解っているの

ですよ、山がきれいになるにはね、木が売れればきれいになるのですよ。

木が売れないからやりようがない。 

 千葉県で今できている、里山の保全条例というのがあるのですが、県の

ほうから補助金が出るのですね。ＮＰＯなんかつくったりなんかしてやっ

てあれは山主から山を借りて、ボランティアが要するに枝刈りしたり下刈

りしたりなんかしてきれいすることを仕事にするＮＰＯをつくって。 

 ごめんなさい、伊藤さん 

 はい。 

 そんな生易しくないと思います。現実の話をしますから。山に登るのだ

って、何歳の人が登っていると思っているの、枝落としだよ。現実です

よ。プロですごい人が、こんな足より太いのを上からみんな落とすのだ

よ。安いお金で来ると思っているの、ねえ猪野さん。現実だよ。やっぱり

そういう人ではなかったら、そういう手当てができない、良いものをつく

ろうと思ったら、やっぱり良い職人が入って、そして定期的にきちんと管

理しなければいけない。 

 できる仕事もあるわけですよね。 

 もちろんできる仕事、下刈りもするのよ。やっぱり何だかんだ言っても

ね、指導者が付いていなければ、勝手に山はね、よく言いますよ。悪いけ

ど、勝手に山に入ってね、ガチャガチャやって、そういうものではない。 

 それではね、またもう尐しこのことについても意見とか申し上げたいの

で。 
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ちょっと待ってください。農道の掃除もしないで作業しようといっても

できませんよ。まず下からきれいにして、そして、約束ごとも守れない、

お行儀さえも知らないのですよ。それを教えなきゃいけないのだから、そ

れならきちんとプロの方に来ていただいた方が、手間暇も掛からない。 

 べつにそれ悪いってわけではなくて。 

 悪くないけれども、だから全員がね、全員が参加する。 

 そのお話はまた後で時間を見つけたいと思います。それだけで、終わっ

てしまっても困りますので、次に、地域の生活に関することとか、交通体

系の話がでていましたね、それでここでやるのは雑然になってしまうかも

しれませんけれども、全体として大切なことだと思いますので、実は市の

ほうで公共交通機関の見直しとか、これからどうあるべきかについて検討

に入っております。昨日もたまたま会議がありまして、そのことについて

説明をお願いしたいのですが。 

 会長よろしいですか。 

 はい、お願いします。 

 企画政策課の秋葉でございます。慎重な審議ご苦労様でございます。 

 今回の資金の運用方法の中に、私聞いている中では、高橋委員さん、山

本委員さん、慶増さんもそういった、公共交通についての重要な課題だと

いうことで、３件ほど共通の意見が出たと認識しております。その中で、

今、会長からお話がありましたとおり、山武市合併して３年目を迎えてい

る状況でございます。本来であれば公共交通網の体系を構築するのは、も

う本当であれば３年目を迎えるのであればもう実証運行やいろんな試験運

行をして、市民の方々の大事な足となる公共交通網の整備をしておかなけ

ればいけないという時期ではないかと私自身は思っております。現実のと

ころ会長のお話があったところ、やっとスタートした時点で、市民の皆様

方には大変ご迷惑をかけている、ということで十分認識しております。そ

のなかで総合計画をつくるにあたっても、市民ニーズは、公共交通網の整

備を一刻も早く良いものを作ってくださいという要望がたしかに最上位の

課題事頄にございました。そういった中で、はい、わかりましたそうです

か、ということですぐこれが出来れば良いのですが、正直な話４地区の今

までの公共交通網の実態がバラバラでございました、それを山武市一体と

してどういうふうに整備したらいいのかというなかで、地域の特性や今ま

での既存のバス路線やらいろんなものが関わってまいります。そういった

ものの意見を集約、また地域の方々の住民の意見をしっかり受け止めて、

計画をつくらなければ正直な話、空気を運ぶバスになったり、いろんなも

のになってしまって最終的なツケは市民の皆様方にご不便をおかけすると

いうことになります。そういったことで、山武市役所の中で４地域の職員

が当然集まっているわけですから、職員のなかで、旧町村の交通体系とか

公共交通はどのような形になっているのかということで、まずは内部で検

討委員会を開きまして、今、２回ほど開催しまして、いろんな課題を洗い
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出しまして、それを受けて今の会長さん等がご一緒になってこの問題に取

り組んでもらっています。地域公共交通会議というのを立ち上げまして、

きのう２回目の会議が終わったということでございます。そういった中に

は、その構成メンバーとしましては、当然地域の代表者の方々、これは地

域審議会の会長さんに大役を仰せ付けて申し訳ないですけれども、代表者

という意味合いで参画していただいていますし、国、県、並びに既存のバ

ス会社、タクシー事業者、公共交通網に関わる方々が一堂に会して、どの

ようなものをつくったらいいのかということで、現在検討しているところ

でございます。そういったなかで待ったなしの政策なものですので、いち

早く住民の方々にお示しできればよろしいのですけれども、一歩間違えれ

ば先ほど言ったように空バスを走るものになりかねないということで、充

分検討をいただきまして、タイムスケジュール的にはまだこんなに掛かる

のというお叱りを得るかもわかりませんけれども、今回の公共交通会議は

年が明けましてもう一度開催しまして、この会議としてはこういった具体

的なものはどうでしょうかという案を方向付けしていただきます。それ

で、新たに年が明けて４月になりまして、では、それからもっと詳しくど

のようなものにしたらいいのかという国の補助金をいただきまして、さら

につっこんだ公共交通の体系づくりをすると、それで計画ができまして、

これが机上の空論になってはならないということで、22年の４月からやっ

と実証運行の運びになるというような段取りでそのスケジュールで動いて

いるところでございます。当然実証運行しても、あくまでも計画で100％

の計画とは思っておりませんので、その実証運行を踏まえて、これは再度

練り直さなければしょうがないのではないかいうことになれば、その実証

運行を大幅に変えるのもやぶさかではないと。とにかく住民の方々の意見

を十分取り入れた公共交通体系をつくるというかたちで現在進めておりま

すので、今回ご意見いただいた方には、遅いじゃないかと言われるかもし

れませんけれども、そういうことで一歩一歩着実に歩んでいるということ

でございます。話が飛びますけれども、年が明けまして１月の17、18日に

は各地区を回りまして住民の方々に、現在こういう考えがありますよとい

うようなご提示をさせていただいて、ご意見をいただくという段取りにな

っております。そういったPR等は考えてこれからお知らせ申し上げますけ

れども、ぜひとも、皆様方そのときにお声をかけていただいて、これでは

しょうがないのではないのか、こうしたらいいのではないのかといった貴

重なご意見などをいただきたいと思っております。それを踏まえて１年間

もっとつっこんだ新しい計画をつくるという段取りになっておりますの

で、大変ご不便をお掛けして申し訳ないのですけれども、いましばらく、

１年でいましばらくと言っていいのかわかりませんけれども、もう尐しお

待ちいただきまして、皆様方に十分活用していただく公共交通網の整備を

考えておりますので、ご理解とご協力の程を賜りたいと思います。よろし

くお願い申し上げます。 
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慶増委員 

会長 

 

山本委員 

 

 よろしいですか。住民説明会の形式というか場所とか単位ということが

一つと、あと地域審議会に関係すること、何か検討する事頄があるような

話を聞きましたけれども、その辺どうなのでしょうか。２点お願いしま

す。 

 その住民説明会等を受けまして、奇しくもこれが今回の基金の活用の会

議と話がバッティングする可能性もなきにしもあらずという点がございま

すので、そういった住民説明会等を踏まえた中で地域審議会でも貴重な時

間を割いて申し訳ないのですけれども、意見交換会を開いていただけたら

なと思っております。ただ、１月の17、18日まだ日程と場所等はいま現代

詰めているところでございますので、決まり次第お知らせさせていただき

たいと思います。 

 具体的に町村単位ということではなくて。 

 旧町村単位です。例えば、17日の午前中を旧山武町、午後は成東地区、

18日の午前中は松尾、午後は蓮沼、そういうような形で地区ごとにご意見

をいただきたいと考えております。 

 すみません。そのときの内容ですけれどもね、路線案というのはそのと

きは出るわけですか、その地区の、それで意見を聞くという、その地区の

住民の意見を聞くという。 

 よろしいですか。 

 はい、どうぞ。 

 具体的な路線案はまずご提示は出来ないと思います。 

 はい。だいたいのイメージ的なものはお話が出来ると思います。それ以

降は、国の助成をもらった協議会を立ち上げますので、そこで細部につっ

こんでもらうと、決めていただくというような所で、いま公共交通会議の

段階では、こういう路線だ、ああいうふうにやりますという具体的なもの

はできませんけれども、ぼやけたイメージ的なものはご提示しようかなと

思っております。 

 はい、慶増さん。 

 はい、慶増倭枝です。この交通網のことに関して、日向の駅、成東駅に

もこの進捗状況や何かも含めてご説明をいただきたい。 

 要するにそういう所への連絡などはどうかという、そういうことです

か。 

 そうですね。というのは。 

 はい。よろしいですか。 

 はい。ちょっと待ってくださいね。 

 はい。 

 山本さん、特にご意見いただいていますので、この件でご質問あればお

願いします。 

 役所の方に認識深めてもらいたいのは、役場が移転しまして縮小された

でしょ、それ時点でバスがなくなったのですよ。ですから統合というのは



 

- 20 - 

 

 

会長 

事務局 

 

 

 

 

会長 

 

 

慶増委員 

 

 

会長 

慶増委員 

 

 

会長 

慶増委員 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇井委員 

 

 

会長 

 

 

 

 

伊藤委員 

生活者にとってはマイナス効果しかないのですよ。統合というのはマイナ

スなのですよ。だから一刻も早く、バス路線を復活してほしい。 

 いまのお二人の。 

 慶増委員さんから出ました、駅環境は当然公共交通に該当するものです

から、駅とかバスとかいろんな公共交通網をリンクさせたかたちの計画案

をつくるのはもちろんだと十分認識しております。あと、山本委員さんの

ほう、いまのご提言は十分胸に刻み込みまして、これからの公共交通会議

の方にその旨はお伝えしようと思っております。 

 はい。いま、交通網の整備等についてということで、ご意見をいただい

たのですが、ただ、私そこで考えたのですけれども、この地域振興基金運

用益をどのように使えるのかなと。でも、使い道あると思うのですよね。 

 特色ある地域づくりで、まず第１番が杉の木のいわゆる手当てを始めと

して実行する。なぜかというのは、過去にここで、いまもさっき質問しま

したけれども、ホームの延長という予定があったのです。 

 日向駅ですか。 

 そうそう日向駅。それも寸断された、なにも話もあって予算もとりつけ

るのだけれども、寸断してします。ですから今度は寸断しないで、杉の木

の手当て、これを実行する。具体化する。最優先、最優先課題。 

 ご意見として分かりました。 

 そうしないと、どれが１番で何が２番か位置づけしないと一つも前へ進

まない。 

 話し戻りますけれども、交通網についてそういうことがあるからなんと

かしてほしい気持ちだということだと思うのですけどね、それをどういう

ふうに活用できるかどうかは、我々だけというよりやっぱり行政の考えも

踏まえてということにしたいと思います。 

 さてもう一つといいますか。イベントなど、地域的な地域会の何かそう

いう集まり等を設けることで、下からの盛り上がりだとか、あるいは連

携、あるいは交流ということなのですけれどもその手法というのはどうい

うふうにしたらいいかご意見ありませんか。お話の意図は分かるのです

が、具体的にはどういうふうにしたらいいのではないかというご意見につ

いてお願いしたいのですが。 

 全体で使えるようにするには、今、言った、地域で祭りごとに、遊びだ

から市のなんというか、財政の方ではなくて、この金で遊びのほうにとい

うと、全体的に使えるといいかなと。 

 冒頭にもあったようにどちらかというとソフトというかな、そっちの方

に重点を置いた使い方が本来の趣旨に沿っているのかなというふうにも解

釈できますので、それらを地域があるいは４地域が一体化するような何か

をやれないかと、では具体的にというとそこまではなかなか難しいですよ

ね。 

 はい。 
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 伊藤委員、どうぞ。 

 伊藤です。先ほど宇井さんが言いましたね、体育祭の話もでましたけれ

ども、昔は各地域で体育祭やっていましたね、旧山武町でやっていたとき

には、部落の人間が太鼓をたたいたり、結構応援しながらみんな楽しくや

っていたのですが、今度は全体的になると、その地域から本当に代表何人

かしか行かなくなってしまったのですね。だから今言ったもっと魅力のあ

るものをつくれば別ですけれども、ただその手前に、バックするようで申

し訳ないのですけれども、もう一度地域の中でまとまってなんかイベント

をやって、その次の段階に行くべきだったのに急に行ってしまったから、

なかなか今難しいような気がしますね。 

 松村ですけれども、スポーツのイベント、たとえば体育協会が関連して

いるとか祭りは生涯教育の担当でやるとか、要するにタイアップというの

ですか、そういう関連をもちろん持ちながら、やっぱり小さな子から大人

高齢者までが一堂に会して、何か動くか動かせるかというようなことが大

事ではないかな。私の専門としては、子どもの発育、発達の体力が落ちて

いるのが非常に心配しているのですよ。だけど、落ちているという現実と

しては数字でていますので、それらの今の壮大な本当に大きな夢のような

ことかもしれませんけれども、そんなようなものを組み入れてもらって、

活性化を掲げた看板。 

 いま、松村さん言われたように、やっぱりよく言う縦割りではないけれ

ども、そっちのことはこの課、こっちはこの課ということで、それらを統

合するなりリンクしたりしないとなかなか難しいのです。それでは首長が

やれといえばやるかもしれないけど、そういうことがあるのですよね。そ

れをなんとかうまく使えるようなことがないかということですよね。 

 さっきから出ている地区会議ですか、それが活性化というかうまく使え

れば打ち開けるような気がするのですけれども。 

 いずれにしてもこういう形で、４地区がそれぞれの審議会をもちまし

て、それぞれの地域でそれぞれの地域に根ざした、あるいは市全体を見渡

した意見がでてくるかと思うのですけれども、それらをまたこの地区では

これをというふうにいっても、それが果たしてその通りにいくかどうかは

難しい面もあるわけでして、では、今回はこれとこれをもって臨もうかと

いうふうにしたらいいのかどうか、そのへんをどうしたらいいのでしょう

かね。 

 さっき聞いたようにこれが５年間続くということであれば、最初にこう

いうものをやって次にこういうものをやってという形でやることはこれし

かないと話ではないと思いますのでその中で、ではそのなかで山武地域の

山武杉先にやってしまいましょうという話になれば、それでいいのかな

と。 

 山武杉としては山武町だけではなく、松尾町もありますからね。 

 まあそうですね。 
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 ちょっと今いろんな議題が出たのですけれども、やっぱり市になって１

番ボランティアの、例えば大会とかなんか１ヶ所でやるとすると、今まで

だったら歩いてもいけるとか、多尐自転車でも行けるとかっていうことが

あったのですけれども、とにかく何するにしても距離がありますから、１

番公共交通の充実というのを、私は今、運転しているからいいですけれど

も、あと何年かして、返上しなくてはいけなくなったときに、やっぱり何

かに元気だったら参加しますよね。でもやっぱり足がなかったらいけない

というのは、１番トップに私は考えますけどどうでしょうか。よろしく。 

 それみなさん共通の認識だと思うのですよね。ですからなんとかしなけ

れば、でもそれがくまなく十分に解決できるかそれもまた難しいですけれ

ども、しかしより、ある程度のレベル以上には、我慢できる程度の交通体

系は欲しいということですよね。 

 駅までというのはいままででも歩いていたわけだから、そこは拠点にな

るから、そこからできる路線があればできるけれども、 

 それはいまお話ありましたようにちょっと時間が掛かるかなという気が

しないでもないですけれども、それに向けてやっと動き出したということ

で始めていますので。この地域の意見も担当者にはよく伝わっていると思

いますので、それらを受け止めていろいろと作業を進めていただきたいと

思っておりますけれども。 

 会長、他地区の経過をお話しましょうか。 

 はい。 

 松尾地区と成東地区が本件について検討しておりますので。 

 ちょっと教えてください。どういう絞り方、というかどういうことにな

っていますか。お願いします。 

 正直な話申し上げまして、松尾地区、成東地区におきましても、皆様方

のご意見が多数でました。侃々諤々の議論をしていただきました。その中

で簡潔に申し上げますけれども正直な話、まとまりませんでした。これに

絞ろうということが、できませんでした。ということで、今回１回限りで

この問題がどのような形で出すかというのは、正直な話大変きついところ

あると思います。そういった所で今までやってきた２地区に関しては、申

し訳ないけども、これらを整理してからということで落ち着いたようなと

ころでございます。ただ、事務局としましてはこの審議が無意味になって

しまってはいけませんので、現状について、各地区の意見をもとに、会長

さん副会長さんには大変ご足労かけて申し訳ないのですけれども、それを

会長副会長さんのほうに、正直こういう状態ですよという現実をお話しま

して、ではどのような形にしていこうかという、ある程度方向付けとかま

た会長副会長さんには大変荷の重い話をするかも分かりませんけれども、

そういったことをしないと、もう結論がなかなか見出せないのではないか

なというようなところではございます。そういったことを考えまして、４

地区終わりましたら、事務局のほうとしては、内容を整理しまして、４地
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区の会長さん副会長さんに再度お集まりいただいて、ご審議いただこうか

なと考えております。以上です。 

 はい。先程来、いろいろお話いただいた中で、ある程度の方向性はさっ

き言ったように、交通問題とか地域の山林の再生をどうしようかといった

そういう問題、それと地域の形がはっきりとはしませんけれども、なんと

か希薄になってしまったので、地域ごとのまとまりをもう尐しなんとかし

ようか、いうような大まかに言えばそんなことかなとは思うのですけれど

も、ただ、私の口から言うとおかしいですけれども、また会議やってもど

うでしょうかね。 

 いま、交通の話は外してよいのですよね。そうではないとまたね。それ

を入れてしまうとね。この活用方法については市が始めているということ

でね。 

 他地区の案も踏まえて要するに４地区が一つになっていこうというお話

も聞いている訳なので、私たちを含めてその話になると思うのですけれど

も、その辺をちょっと担当者として整理してもらって、それで方向性がそ

こででるかでないかもわからないことですけれども、どうも会長副会長に

してもそれでうちの方はいいよっていえるかどうかもこれもちょっと荷の

重いという言葉がございましたけれども、自信ありませんけれども、それ

ならもう一度、地域に諮るということも必要かなと思いますけれども、ち

ょっとあいまいなことになってしまうかもしれませんけれども、今日のと

ころはそんなところで、皆さんの意見を十分お聞きしたということで、お

許しいただけないでしょうか。 

 あの。 

 はい。 

 藤田です。この数々の貴重な市にとって有効な意見、どれを削ってひと

つにするということなのでしょうか。 

 いずれはそうせざるを得ないですよね。要するに優先項位でね、これは

駄目だということではないけれども、すべてはちょっとあくまでもこの趣

旨は運用益の利用法についてということですので、それを全てにばらまく

という訳にはいかないというふうに思われます。それとあまり地域的に偏

ってもいけないとも思われますし、それらを汲んで今年度はこういうこと

にしようかというようなふうになると思うのですけれどもね。 

 本当であれば、一人一人貴重な意見をいただいて、全部を持っていくの

は普通かなと思うのですけれども、この中で２点３点いろいろマッチした

意見、提案が出ていますので、これを事務局のほうに負担をかけると大変

申し訳ないのですけれども、そちらの方でうまく統合してみたり、あるい

はまとめて、それで優先項位についてもやはりこのバスの話は取り下げる

という話もありましたけれども、バスにしてもバイオマス、地域会議どれ

も我々市民からとってみると、どれも大事ですよね、森林をやっている人

にしてみれば後継者もいない、どんどん荒れ果ててしまうというのもやっ
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ぱり大事だし。市民にとってみればバスも大事ですし、そういったところ

は審議会でこういう意見がでたということで、事務局の方に尐し骨を折っ

ていただいて、まあ優先項位をつけるという話ではないのですけれども、

最優先課題はこれだというようなことを事務局側で決めてもらった方がい

いかなと私は思います。いかがでしょうか。 

 必ずしも一つということではないかもしれないですよね。これとこれを

今回事業として汲みいれるというあるいは、補助するということは十分あ

り得ると思います。 

 はい、蕨委員さん 

 運用益で提案する部分とそれからもっと市の行政に提案する部分といろ

いろ貴重な意見があると思うのですよ。その辺を分けて提案してもらった

ほうがいいのではないかと思います。全てこれが、今日、提案された良い

案か、運用益で処理するということではとてもいかないと思うのですよ。

どうせ、市のほうで行政、議会の方で諮ってもらうような部分もいっぱい

あるはずですから、その辺をやはり審議会として提案して言ったらどうか

と思います。 

 はい。山本委員さん。 

 私がアメリカのいろいろ商品輸入したのは、アメリカのオレゴン州で、

やはりアメリカ杉等が非常に荒れたと、その荒廃を防ぐには間伐をきちん

とやると、その間伐材をうまく活用して集合材を、それがある程度うまく

いったと。なかなか難しい問題だと思いますけれども、個人のものであ

れ、公共のものであれ、ある程度間伐材を買い上げることができれば、お

金が還元されて間伐が進むと、さらに間伐材をいかに有効に利用するか、

もっと知恵を使っていいのではないか、例えばですけれども、ログハウ

ス、地震等での仮設住宅がありますよね。あんなものそう長持ちしなくて

もよいのですから、間伐材つかってもできるのではないかと、そんなもの

を山武市で開発してもいいのではないかというような、思い付きですけど

ね、なにか間伐材の利用をうまく考えて、民間及び公共の荒れた杉から間

伐材を買い上げるというような流れが出来たらいいのではないかなという

気がします。 

 ありがとうございました。このように山林部外者の方からお話をいただ

けることは大変ありがたいことで、私もたまたま山林所有者ということか

らお話させていただくのですけれども、おっしゃるようにとにかく山林

は、将来に渡って管理が必要なのです。特に間伐は欠かせないのですよ

ね、間伐しなければ駄目になってしまうのですから、だけど間伐してもお

金にはならない、間伐するのにお金が掛かる、で、とにかく間伐材の利用

はいままでいろいろ試行錯誤でいろんなことをやってきたのですが、結局

は採算ベースにあわないということで、みんな頓挫してしまって、現在は

とにかく間伐材は建築材の生産のための林業ではなくて、環境維持のため

の林業ということになっているのですよ。私なんか非常に寂しい話ですけ
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れども、意味はわかります大切だというのは。ですけれどもとにかく環境

保全のためにやっぱり里山を育成するためには間伐しなければいけないと

いうことで、前は補助金が出てやっていたけど、今は全部そのお金でやっ

てくれると間伐を、でないと間伐を、要するに山主だけではとてもやれな

いと、去年あたりからとにかく山主には負担欠けないと、だから間伐場所

を見つけてくれ、見つけてくれというとおかしいのですけれど、やっぱり

事業として要するに京都議定書に示された事頄を守るためということです

けれども、まあそんなことですけれども、それでもやっぱり面積を確保す

るというのですか、対象を見つけるのは難しいらしいですね。私個人にし

てみても、では木を切ってタダでというと非常に、レベルの低い話になっ

てしまうのですけれども、苗木を買ってずいぶん手入れして要するに20年

30年かけて、それ切って捨てるなんて本当に忍びないし、要するにお金に

もならないということで、やってくれるのだとやっぱり飛びつく気にはな

らないですよね。だからまだ意識の改革がなってないかもしれないけれど

も、そういう現状の中でではそれをなんとか方法がないかといっても、ど

うにもならない。とにかくなんとかしなければいけないというのがいま抱

えた林業に対する厳しい状況なのですね。 

 そこをなんとか考えましょうということですね。 

 そうですね。そこをなんとか。 

 何か良くなることを、良循環になるようにね。 

 かなり時間も経過しておりますが、このあともう一つ簡単に交流センタ

ーのことを現状どうなっているのかをお聞きしたいと思いますので、いか

がでしょうかおおまかには整理できたわけですけれども、また会議開くこ

とになるか３地区との兼ね合いもありますし、ただその使い方のこの地域

の提案ということは先程来、繰り返しお話を伺っていますので、その辺で

ある程度の優先項位は把握できたつもりですので、それらを踏まえて４地

区の会長会議になるか、事務局と我々の会合になるかは、いずれそうなる

かとは思いますけれども、それで当面対応させていただくと、あまりにも

ちょっと私どもで判断できないような状況だったらまたそれは持ち帰りと

いうようなことを含めて今日の所はよろしいですか。そのような形でよい

ですかね。 

 いいですか。 

 はい。 

 さっき私の意見で尐し言ったのですけれども、もちろん専門家の委員会

もあると思うのですけれども、私なんかのまず若年層にもなにかやっぱり

山林保護とか活動ですね、できることはあると思うのですよ、ですので私

もそういうこととかのためなら別に時間も惜しまず、仲間も引き連れてで

きたらいいかなという心持でいるのですよ。ですので、たぶん農林水産関

係か何かだと思うのですけれども、この会議とはまた別で審議委員の１人

からそういう森林再生のまあＮＰＯとかもあると思うのですけれども、市



 

- 26 - 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

中原委員 

会長 

中原委員 

 

会長 

 

 

中原委員 

会長 

中原委員 

 

 

会長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

が事務局になって森林再生会議というかそういういろいろな活動とです

ね、私的なものなど、そういう組織というか団体、まあ自分たちで仲間集

めて行けばいいとは思うのですけれども、なんかそういう団体とか、でき

たらいいかなと，もしそういう計らいをしていただけるのであれば、また

頭の片隅にでも置いていただければなと思います。よろしくお願いしま

す。 

 気持ちはなかなか発揮する場所とか場面とかそういう繋ぎというのがな

いと入っていけないのですよね。その辺が非常に大切なことですけれども

ね。 

 ちょっと聞いていいですか。 

 はい。 

 中原ですが。以前、２～３年前位かな、チェーンソーの使い方とか何か

で、研修か何か開きましたよね。あれどこで、行ったのかしら。 

 そういうのは森林組合とかあるいは行政の方でやったことがあるかもし

れないですけれども、でも、なかなか実際人が寄らないのも事実ですよ

ね。 

 うちの主人それに参加したのですよ。 

 そうですか。 

 そういうのをしていただくとね、だんだんその育っていくと、やれる人

が、なんかいいかなと。特にリタイアしてもまだちょっと力がある、もう

すぐリタイアしますという方などに。 

 それではもう１点、その他の頄になると思うのですけれども、先ほど申

し上げたように、公共交通についてはさきほどご説明がありました。もう

一つ交流センターの要するに現状、どうなっているのかということを差し

支えない範囲で現状を説明していただきたいと思います。 

 では、現在の交流センターの建設にかかる、進捗状況についてご説明さ

せていただきます。先般、第２回会議時、基本設計について皆様方にその

内容をみていただきまして、おおすじ合意をいただけたということであり

ました。その後、市民説明会を受けまして、当初第２回の地域審議会の中

でもいろいろと市民の声はどのように取り入れているのかとかそういった

ところの意見もあったところで、説明会をした所やはり多数いろいろなご

意見､ご要望そういったものがでてきた状況でありました。それを受けまし

て、そのまま基本設計の概略のままで進むということは、若干差し支えが

あるのではないかという判断がありまして、その後の庁内、関係課を交

え、協議、検討をさせていただきながら、当初は山武市の交流施設、交流

拠点という形で位置づけをしていた中にさらにプラス全体を見るなかの前

に、まず地域からスタートさせておいたほうがいいのではないかと、まず

地域の交流さらに山武市全体の交流という位置づけのなかで新たに再度も

う一度見直しをさせていただいて、そういった所を各関係機関、いろいろ

議会等そういったところでご説明をさせていただいて、このたび、おおま
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かな方針が決まった所であります。方針的なものについては、地域コミュ

ニティー再生に重点を置きながら、その交流施設を地域の各拠点となるよ

うに施設を建設していくという形の中でただいま動いているところです。

また、市民説明会だけではなくて、各ボランティア団体、ＮＰＯ団体等い

ろいろと皆様方からご意見等をいただきながら、現在そういったご意見を

集めまして、庁内で調整しているところです。また、それをうけたなか

で、最終的な方向をまた実施設計の最終段階へと入って行くという形で進

んでいるところです。設計の方については、本年の10月に契約をしており

まして、実際のそういった作業については、同時進行ということで進めさ

せていただいておりまして、まだ最終的な形というものが、皆様方にご提

示できる状態ではありませんが、最終的にある程度、確定できる段階にな

りましたら、また皆様のほうにご説明させていただきたいと考えておりま

す。おおまかな内容的な部分については、規模的なものとかそういったも

のは、多尐の変更はありますが、おおすじ皆様方に説明した内容から大き

く外れるということは、一応、今のところ私のほうではないと考えており

ますので、その点はご了解願いたいと考えております。また、ご意見等い

ただくことになるかと思いますけれども、その節はまたよろしくお願いし

ます。以上になります。 

 タイムスケジュール的な要するに、いつ頃完成するのかという話につい

て、見通しは言えるのですか。 

 タイムスケジュールについては、先般ご説明させていただいたときは、

22年度に供用開始ということで、お話をさせていただいております。当初

の予定では実施設計等に入る段階が７～８月程度で考えていた所が若干３

～４ヶ月程度延びておりますのでその辺を考慮していただいた中でも、現

時点では供用開始年度自体は、変更はないということで、時期的な部分は

４月～５月という部分からちょっと若干遅れて夏過ぎとか、秋口とかそう

いった時期にずれるのではなかろうかと考えております。その辺について

も、設計内容がある程度決まった中で最終的な工期等そういったものが提

示できるようになると、その際にある程度具体的な月数とかそういったと

ころを説明させていただきたくご了解ねがいます。以上になります。具体

的ではなくて、この程度で申し訳ございません。 

 会長、最後によろしいですか。 

 はい。 

 担当のものが山武杉をふんだんに出来れば使えというご要望、ご意見が

ありましたので、先ほどもお話したとおり各種団体ボランティア団体、Ｎ

ＰＯ団体等々協議をして、なるべく皆さんのご意見を反映するようにとい

うことで現在進んでおりますので、また遠慮なく忌憚のないご意見があり

ましたら、どんどんお寄せいただきたいと思います。以上です。 

 特にご質問ありますか。 

 それでは、だいだい意見は十分とは申せないかもしれませんけれども、
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出尽くしたというふうに思います。先程、お話しましたように最終的に絞

り込んだ意見の集約ということまではいかなかったかもしれませんけれど

も、だいたい方向性は見えてきたということで、あと他地区との連絡を密

にしながら、また事務局側のいろいろと整理等もあると思いますので、そ

れを踏まえて次の段階に進み、もしあまりにもこの地域の意向に沿わない

ようなことがあった場合には、やはり持ち帰るということも私とすれば考

えざるを得ないかなというふうには思いますので、その時はまたご協議い

ただきたいと思います。本日頂戴した意見が概ね酌んでいただけるようで

あればいいなとは思いますけれども、あくまでも調整することもございま

すし、枞もございますし、今回は見送りで来年ということも有り得るかも

しれませんが、その辺はまたいずれお諮りさせていただきます。 

 特に他に何かございますか。 

 それでしたら、議題のほうこれを持って閉じさせていただきたいと思い

ます。ありがとうございました。あとは事務局のほうで。 

 会長、議事進行ご苦労さまでした。 

 それでは、長時間に亘り、本当にありがとうございました。以上をもち

まして、第３回山武地区の地域審議会、滞りなく終了とさせていただきま

す。長時間に亘り、慎重審議ありがとうございました。お疲れ様でした。 

 


